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捧眼卵蜂 （Tricんogramma 　atestr αlicum　GIRAULT）

　　　の 二 、 三 の 生 態 に 關 す る 觀 察

飯 島 鼎

　　　赤眼卵蜂 （7be
’
・h・9・・   ・ 喇 ・・ ど壱・・m ・G ・RA ・・T）は

、 卵寄生 ’」、蜘 （T，i，h。．

9「amtnidae ） 嘱 する もの で
・ 臺灣に 分布 し、 多 くの 鱗翅類の卵 に 馳 して 居

るが ・ 特 紺 蔗栽培地 鯲 て は甘醸 蟲類 （黄色鵬 五卿 ゆ，，‘鱈 醜 卿 。。α

SNELLE）（
・ 條濺 Di・・raedi　s・・in・・lis　S… LE ・N

． 二 點螟蟲 （）7iil。　i。f，、sc。，，llus
SN町 E瓦 ）の 卵に寄生 して 驅除の 效果 を擧 げて ゐ る。

　　xx は昭和 7 年 11 肚 旬 Xb 昭和 8 年 ・月 瓸 つ ・
、 s と し・ 實謄 鯲

て 糎 の 生 態 曜 す る 二 ・三 の 實驗並 噸 察 を行 つ たの で あ る が 、 茲 に共 の 大

要 を報告 した V ・ と思 ふ 0

　　　　　　　 1． 宿主卵の 胚 子發育駄態と赤眼卵蜂の寄生牲

　　宿 主卵の 胚于の 發育鑢 が ・ 灘 卵蜂 の 寄生力に 及 ぼ す嬲 覘 る爲め 、
11 月 2 日 よ b　11 月 24・H・rc亘 つ て 行 つ た實驗は如 奴 で あ る 。

　　　　　　　　　　　 材 料 及 び 磅 究 方 法

　　宿主は パ ラ フ

登 紙 面 に 産 卵 a ・efe る黄色濺 卵 を用ひ 、 之 櫨 長 さ
16　cm ．

， 口徑 2．5cm ，の 硝子管に入れ て 絹布 を被せ たる綿栓を施 し、 寄生蜂の 食

物 と して 騰 鱗 蜜瀧 ・ べ

，
リ ・ 礁 上 に 醂 して 毎 日瓣 な る もの 腆 へ

、

齪 ね て 管内濕氣 の 調節 用 と した 。

　　實驗 中腟 濫 雄 した る もD … して
、

・・ラ ・ イ ン紙敵 産卵舗 た縮
主の 嬲 暾 は 11 月一・・月頃 は ・一・ 日 、 臟 は鈔 の 暴 瑠 め ）・，n 　E’

　
． 便

宜上胚子蛸 状態を ・ 日髄 せ る もの を
一一一me級と して 5− ・ 鰍 に册 て行 つ

た 。 　　　　　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　　伺鯖 主 の 艶 螟蟲の 雌 畩 薩 卵する故 、 供試 卵紙睡 朝瓢 する も
の 乢 て ・膸つ て 此 の 翌 日薩 卵第 ・ 日目と假定 した 。 而 して 供試赤目聊 蜂 は

朋化當 日交尾 せ る もの を用ひ た。
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’
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　　　　　　　　　　實 驗 、

’
成 績

第 1 表　同 口 に 嘩卵 さ れ た る宿主 卵 を以 て 害生 月 日 を變 へ た揚合

・76

寄生 蜂 の 朋 化 頭數
寄生 月 日

宿 生 卵 の

發育階級 ♀ 歪 計
世代 日數

月　 　 日

11　 2

ク　　 3

〃　　 4

〃　　5

〃　 　6

日

12345 81063　 　 　 　 　 　 2

　 　 　 　 　 　 匸

　　　　　 一

　　　　　 一

當夜全蔀孵化 して 寄生され た

る もの は 無 か つ た

101163

　　 L

　 日　　 日

工2− 1312

− 151

「
多一1414

− 16

マ

〔註〕 宿主 卵 30 粒宛 を 硝 子 管 に 入 れ 赤眼 卵 蜂 1雌宛 を牧容 して 一i註夜寄生 さ せ た o

　　　　錦．2 表　産 卵 日の 異 れ る 宿主 卵 に 對 し 同 日 に 寄生 さ せ た 揚合

日月生寄

日

8
　

〃

〃

〃

〃

〃

月

−

厄

−

の

級

卵

階

主

育
宿
發

暉

12

　

　
3
　
　
4曲
　

5
　
　

6

寄生 蜂の 胴化頭數

♀ 診 計 干 均

25 7 32 16

29 12 41 20

35 14 49 24

42 10 52 26

　 18　　　　5　　　 23　　　 11．

　 寄生 當 日 の 牛畿既 に 大牛孵 化 して

1　 寄生 さ れ た も の は 無 か つ た

世代 臼數

　 厠　　　．H12
− 1412

− 1512

− 16　「

12− 1512

− 17

」1

〔註 〕 宿 主 卵 50粒 宛 を硝 子 管に 入 れ 赤 眼 卵 蜂 2雌宛を牧容 し て 一畫夜寄生 させ た
。

　　　　　　　 第 3 表　5 雌 を以 つ て 短時間寄生 させ た 揚合

寄生 目時

　 　 月　　 日

　 11　 　9
午前 11 噂 30 分一
　 　 午後 2 時 30 分

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 ク

　 　 　 〃

　 　 　 〃

宿主 卵 の

發育階級

日

12

」

34

凸

μ
06

　　　 寄生 蜂 の 豺 化 頭 數　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　 世代 日數
一

一 ［ 　　　・

　 12　 　 　　 　 2　 　 　 　 14

　　　　　　　　　　　　　　L　 ］2　　　　　 8　　　　 20

　 18　 　 　　 12　 　 　 　 30

il
’1

訓 ：：
．當 夜 全 部孵化 して 寄生 され た、
る も の は 無 力」つ た

日　　　 日

12− 1512

− 1512

− 1612

− 1414

− 18・

　 　 　 　 　 　 1

〔註 〕 宿 主 卵 60粒 宛 を稍 子 膏 に 入 れ赤 眼 卵蜂 5 雌 宛 を 牧 容 し て 寄生 きせ た o
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　　　 ．上 3 表 に 明 らか なる如 く、赤眼卵蜂 は宿主卵の孵 化前 日 に至 る も可成 り寄

、　 生 する こ とが認 め られ る
。

夊 前表 の 數字は 、 却 つ て相 當に 胚子 發育の 進ん だ宿

　　主 に 於 て寄生率 は次第に増加 する傾 向を示 して ゐ る 。

　　　　羨 に赤眼卵蜂 の 一生涯 を産卵 1 日目の 宿主卵 に て飼育せ る もの と

’

． 孵化前

　　日 の 宿主卵 に て 飼育せ る もの との 二群 に分ち、 11 月 10 日 よ b12 月 12 日間に

　　亘つ で其 の總寄生數 を比 較 した結果は次 の 如 くで ある 。

第 4 表 　綛寄生 數 ［〕比 較

朋 化 ・數 總 寄 生 數

　 No
醒

，
♀ ♂ 計

一宿主 卵 に 對
す る 寄生 數 被雛 1

寄生 數

朋 化 蛋 合
　 （％）

世 代 日數
　 （日1

壽命

（目）

1234 宿主卵
『 一．

1 日 目 の 　　
122113341421485955 ．913 − 1515

宿主 卵 に

て 飼育せ
2 ，3ユ

』
124372LO2 ｝ 849843 ．913 − 1519

る もの
　 　 　 　 　 316420 跖 10 一 一

跖 4544 、4 ユ3− 1723
｝ ｝

孵 化前日　 111142162641 一 313743214 − 1710

の 宿 主 卵 　 　
1

に て 飼育
211151626 う 一 一 313644 ．413 − 186

せ る もの 　 31
　　　　　　17

冖 7183
ト

1 一 22 幻 25．914 − 188

〔註〕 赤眼卵 蜂 は 1雌 宛 を沓磆 子管 に 牧容 して 毎 日一定 時 間 に 豫 め 分 類 し て 置 い た 前

　　　記 宿主 卵 30 粒 宛 を與 へ た
。

　　 之 れ に 依れぱ寄生數 、 羽化歩合 ． 雌の 壽命は何れ も1 日 目の 宿主卵で 飼育

せ る もの が優れた數字 を示 して ゐ る 。

．．　 如上 の 結果 は之 を第 1− 3 表 の 域績 と封照する と 矛盾 して居 る か ら、將來

之 を究 明する必要 が あ る。

　　實際、擴大鏡下の 觀察 に 於 て は 、 宿主卵が そ の 内部幼蟲 を透規 し得 る程度

に 發育 して 居 つ て も 、 赤限 卵蜂は産卵動作 を行ひ 、産卵管 を卵轂内の幼蟲髏 に

挿入 す る。 D；　S る場合該幼蟲 は苦痛 を感す る らし く 、 卵殻内に て 蓮動す る の が

見 られ る 。 特に 朋化後餘 り日時 を經過 せ す 、 精力旺盛 なる赤眼卵蜂 に は此 の 傾

向顯 著で ある 囗 而 して蜂の 刺傷共の もの が卵殼 内幼蟲の 孵化 を不能ならしむ る

場合が ある様に想像され るD 叉 かか る孵化前日の 幼蟲體内に て は寄生蜂 も發育

せ ざ る場合が 多い
。　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　　　

一
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　　　　　　　 II． 宿主卵一粒よリ朋 化す る赤眼卵蜂の 頭數

　　赤眼 卵蜂 は 1粧¢）宿主卵 に 對 して
、

1雌に 依 り連續的 に
、

或は異れ る雌 に

依 りて 、數頭 の寄生 の 行 はれ る こ とが觀察 され て ゐ る 。

　 　 　 　 e

　　著者 は實驗室 に 於 て 1 宿主卵 （黄 色螟蟲卵） よ り6 頭 の 赤眼卵蜂を羽 化さ

せ た記 錐 を有するが 、 之れ等 の 1宿主卵よ り羽化せ る赤眼卵蜂は 、 寄生頭數 に

依 り共 の體長 に は 可成 り著 しV ・變異が見 られ る 。 今測定 の 結果其の 平均價 を示

せ ば次 の 如 くで ある
。

　　　　　　　第 6 表　1 宿 主 卵 よ り羽 化 し た 赤眼 卵蜂 の 盟長 （m 皿 ．｝

雌 雄 別

♀

♂

1 宿　主 　卵　に 　對　す　る 　寄　生　頭 　數

1　 1　 2　 1　 3 4 5 6

0．56680

．5418

0．47410

，44380

．40960

．3475

0．376703360 0．35δ60293403300D2

δ56

　 〔註 〕　調 査數 は 208 個 體 o

　　從 つ て 其の 寄生力其他の 性質 に就い て も、
ユ 宿主卵 に對す る寄生頭數 と密

接な關係が ある ら し く思は れ る の で 著者 は次 の 如 き實驗を行 つ た 。

　　　　　　　　　　　 材 料 及 び 研 究 方 法

　　宿 主卵は パ ラ フ ィ ン 紙面 に産卵さ せ た 黄 色螟蟲卵 に して 、長 さ 16 。m ．
， ロ

徑 2．5em ．の 硝子管を用ひ絹布を被せ た る綿栓 を施 し、 而 して 昇月 8 日午前 10

時 30 分一午後 1 時 30 分間に 亘 る 短 時間内 に 於 て 、 多數 の 産卵 1 日 目の 宿 主卵

を 、 多數の 赤眼卵蜂 に與 へ て寄生 させた る後卵 を取 り出 して 、 別 の 稍子 管内 に

牧容 し室温 に放置 した 。

　　此 の 寄生卵 （1 宿主卵に對 し 1 頭寄生 の もの よ り 6 頭寄生の もの ま で 得 ら

れた ） を蜂の 羽化前 日 に 至 りて 宿主卵 1 粒 に對する寄生頭數 に 依 りて宿主卵を

分類 し 、 是 れを各分類毎 に 稍子管に 入 れて成蟲の 朋化す る を待つ た 。
2 月 21 日

午前 8時頃 多數の 赤眼卵蜂羽化せ る 故是れ等 を共 の 儘少時聞放 置 して 各分類毎

に 交尾 きせ て 調査 に供 した。 羽化せ る赤眼卵蜂は 、 各分類毎 に 5雌 宛 を取 りて

稍子管に 入 れ毎 日一定時間 に 1雌當 b　30　tW宛 （後 va・z）粒 を用ひた 、 此 等の 數

量 は豫備試驗に於 て 適當と認 め られ た）の 産卵 1 日目の 宿主卵を與へ て 寄生 さ

せ た 。 食物は稀躍蜂蜜液をス ベ リヒ ユ 葉上 に塗沫し て毎 日薪鮮 なる もの を與 へ
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た 。 此の 如 く飼育を繼績 して髭死 した もの は直ちに ミ ク ・ メ ｝ターに 依 り體長

を測定 した 。 調 査 開始前 に は體 長測 定は 不 可能 な る爲め斃死後の 體長を採用

した。 　　　　　　　　　　　　　　　　　
・

　　　　　　　　　　　　實 驗 成
・
績

實驗記録の 李均價 を表 示すれば次 の 如 くで ある。

　　 第 6 表　1 宿主 卵 よ り羽化 し た 赤眼 卵蜂の 頭数 と諸性質 との 關係

體 　　長 （mm ．〉

壽　　　命 （日）

被 寄 生 卵數 （粒 ）

寄　生　數 （頭〕

威 蟲 羽 化數 （頭）

朋　イ匕　歩 　合 　（％）

1 宿 主 卵 に 對 す る 寄 生 頭 數

1 2 3 4 ． 5 6 ．

0．57 0．48 0
覧
42 0．40 0，38 0。37

22．0 24．4 】8．6 21．6 18．0 8．5
225，2 168．0 ユ23、字 104．3 69．9 35．0
267．9 193、5 147，4 127、8 79．O 43 ，0
174．δ 120．4 84，3 幽88．6 37．2

　 　 　 　 　 　 「
235

67，0 628 59．9 69。0 5°・6i56 ．3

　　即ちee　6 表 に 示 すが如 く寄生 頭數及 び被寄生宿主卵數は 1宿主卵 に 對 す る

寄生頭數の 多い 程次 第 に減 少する こ とが認 め られ る 。 叉 第 6 表 よ り寄生頭數 の

多 V程 被寄生宿主卵數 の 多い こ と も窺 はれ る 。

　　徇赤眼 卵蜂 の宿主卵 1粒 に對す る寄生 頭數 はca　7 表 に 示 す如 く、弱化當日

及 び其 の後の 數 日間に 於て 多 く、 特 に 羽化営 日 に 最 も多 し。
7 日目以後は宿主

卵 1 粒 に對 し圭 に 1 頭 寄生 に して 2 頭寄生は極 め て pah，で あつ た 。

　　　　　　　　　 第 7表 　宿主 卵 ユ 粒 に 對 す る 寄 生 頭數

1 宿　主 　卵 　 に 對　す 　 る 寄　生　頭 　數
弱化后の 目數

」
一

1 ・　 　　 2 3
　　 卩
4　　　　　　 5

朋 　化　當 　 日 185 ユ67
P44

7　　　　　　 1
朋 　化 　翌 　 日 121 16 1
羽 化 後 三 日 目 124 24 ・　　　 2 5

』

豺 化 後 四 日 目 126 34 4 5
刑 化 後 五 日 目 158 45 2 i
羽 化 後 六 日 目 121 15 〜
羽 化 後 七 日 昼 115　 1 g　 l ｛

f 1

〔註 〕　調査個體數 27頭 o
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　　叉 赤眼卵蜂は朋化當 日に於 て 總寄生頭數 の 約 17％ 餘 を寄生 ず 多もの に し

て
、 其の 翌 日 よ りは急激 に減少 し； 爾後は毎日の 寄生頭數 には著 しい 變化峠認

め られ ない 。 今其の 一例 を示 せ ば次 の 如 くで ある 。 　　
「
　　 　 　　 　

．
．

　　　　　　　　 第 8 表 生存期間内に 於 け る毎 目 の 寄生 頭數

1

生 存期聞

寄 生 頭 數

同 上 百 分 比

生 存期 間

寄 生 頭 數

同上 百 分 比

ユ

47．617

．75

2 4

1D．8 　 9．6

4．02 3．5B

161 、7
　　1一

1一

18

4．71　5．3i　4．P
… 1神瀰

19

7ロ778

ロ2

20

5．7213

17．

6．4

21

4．3L60

6

10．03

．73

22

5．01

．86

7

11．84

．40

23

8．02

．98

8

7．02

．61

24

10．03

．73

9

8．33

．09

26

9．0

10

9．o3

，36

h12

8．33

．09

26　 27

6．5

a3
『

躙

4．51

．68

6．52

．42

28

6．52

，42

ユ3　 14

8　882

　310

．73

．99

29　 30

2．0O

．75L50．56

15

5．72

、13

31

2．0O

．75

　 〔註〕 赤眼 卵 蜂 5 個 體 亭 均 で あ る
。 　　　　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　 ．、

　　宍 ぎ に 之 等の 事 實 を究明 せ んと して 次 の 如 き實驗 を行 つ た 。

　　M 化後間 も無 き赤眼卵蜂 に産卵 1 日 目の宿主卵 を與 ヘ ボ 赤眼 卵蜂 の 寄生 す

る tc從 ひ其 の 寄生 せ られた る 宿主卵 に 順次 に番號 を附け て 其の 宿主卵 に對 す る

寄生頭數 を調査 した 。 共 の 結果 は赤眼卵蜂は羽 化後數時間 以内に あ りて は寄生

力極 め て 旺盛 に して 、

一囘寄生 後も殆ん ど休 止す る ご と無く直 ち に 同宿主卵 に

蓮績的 に數囘寄 生 し其 の 後も同宿主卵 に止 まらん とする傾向 あれ ども、 時間の

經 過す る に從ひ或は羽化翌 日以後 に 至 れば 此 の 性質は 次 第 に 衰 へ 、 1 宿 主卵 に

黝 して 1 囘寄生後は 直ちに同卵に 懸引 され る こ と無 く他 に 移轉 し或は休止 す る

もの で ある こ とが 判明 した 。

　　又 雌が
一度寄生 した こ と の ある 宿主卵上 に 再び 到來 した場合に は それに寄

生 せ ん とす る傾 向は比較的少 く、 假令同宿主卵 に 産卵管 を挿入 し て寄生 動作 を

行 ふ も短 時闇に て絡 り寄生 しない こ とが 多v・
。 即ち次の 如 くで ある 。 然 るに

一

　　　　　 第 9 表　一一一囘以 上 寄 生 せ られ た る 宿 主 卵へ他 を徘徊 し た る 後

　　　　　　　　　　　　再 び 到來 し た 場合 の 寄生 歌 態

再 び寄生 した る例 再び寄生 せ ざる 例

．　　　　　「
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度新鮮な宿 主を與 へ れ ば直 ちに來づて 寄生 し殆ん ど見逃 す こ と は無い 。 又寄生

盛んなる時 に ぽ 1 宿主卵 に 2− 5 囘 も連續 しで 寄生 動作 を行ふ も全 部眞實の 寄

生 に あ らざ る場 合が あ る。 EPち次表 の 如 くで ある。

第 10 表 　寄生 動作 を行 へ ども寄 生 せ ざ る 例

　　之 等 に依れば赤眼 卵蜂 は 1 度寄生せ られた る 宿主 に 對 して は幾分嫌忌する

傾 向が認め られ る 。 故 に 赤眼卵蜂 に 依 り黄 色螺蟲卵 の 數個の 寄生 を被 る こ との

ある は 、多 くは 卵蜂の 羽 化 當 日 の 寄 生旺 盛時 に於て 蓮績的 に寄生せ られた る も

の な らん 。 叉 1宿主卯 に數頭寄生 し羽 化 せ る もの S 性 別は雌雄 混合の 場合が 多

く單性の 場合は 少い
。

　　備被寄生宿主卵内 に 於け る 寄生蜂の 發育の進 ん だ もの を赤限卵蜂 の雌 に與

へ た る に 、往 々 産卵管を挿入 して 寄生動作を行ひ 宿主卵面 に孔 の 開け らる s を

觀察したが 内部の 寄生蜂の 發育には影響は 無かつ た。

’

　　最後 に 1 宿主卵 よ挧 化せ る 赤眼卵蜂を 1 頭寄生 よ b6 頭寄生 の もの まで

を飼育 し、其の 子 の 體長 を測定 せ しに共の 甼均價は次 の如 くで あ る 。 第 11表 に

見 らる S 如 く蓍 しい 變化 は 無い 様で あ る
。 從 つ て ユ 宿主卵に多 く寄生 して寄生

力減退せ る もの も其の 影響は次世代迄及ぼ さ S“ る もの S樣で ある。
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．

赤眼 卵 蜂 （蠅 σゐ0ργα7πη協 祕鰍 醐 α柵 GmAULT ）

’
第 11 表　i 宿主 卵

1
よ り朋 化 せ し赤 眼卵 蜂 の 子 の 盟長 （mm ．）

81

ζ

性別
1

9
＋

♂

0．55850

．4984

1 宿 主 卵 に 封 す る

　　 2　　　　　　3　　　　　 4

寄
’』
生　頭　數

．O．M15　　　　　0．5328　　　　　0．5270

〔｝．4994　　　　　0．4735　　　　　0．4〔｝21

　5　　　　　　6

0．5556　　　　 −

0．4832　　　　 D．4921

　　　　　　　III． 赤眼卵蜂の 不授精宿主剄 こ對する寄生性 　 　 　 　 　 L

　　赤眼卵蜂は宿主の 不 授精卵に も容 易に 寄生す る もの に して其 の 記録 は次の

如 くで ある。 實驗労法な前詑（1）の 場合と同樣で ある 。

　　　　　　　　　 第 12 表　不授精宿 主 卵 に 對す る寄生力

供試
蜂數

1111

頭

　

　

　

　

數

寄
1

生 　　頭 　　數 朋 化 頭 數

1 宿主 卵 に 對 す る寄 生 頭數

1

22670　

　

　

　

1

2

ユ0

78　

1

3

52

2

ハ
0

4

1

計

璽翻 生 頭數

74

冂
06FO

1

　

　

13

786783

　

　

26

♀

6129

♂

2

4轟

4

計

ハ
b1634　

　

　

19

θ

　　不授精宿主卵は産卵 2、3 日 後に は萎縮する、從 つ て 此 の 如 き卵 に は寄生 し

なv ・故不授精卵 に對 する 寄生率 及び弱 化牽等は通常の もの に 比 して 相當低 い も

の と想豫蔀 る ． 又赤眼 卵蜂の 壽命 欄 査記録 を缺 け ど も不授精宿主卵 を與 へ

し もの は短 命で ある 。 徇發育 日數に 於て も不授精宿主卵 に 寄生 した もの は 非常

に遲れ る 、 此 の 調査期に 於 て は授精宿 主卵に寄生 した もの は通 常 2 邇間に して

成蟲初化すれ ど も、 不 授 精 宿 主 卵 に寄 生 しだ もの は 18 ロ
ー33 日 も要 して 約

4 − 19 日遲れて ゐ る ρ

　　之れ等 の 不授精宿主卵 に て發育 しM 化 した る 成蟲 の 寄生 力を調査せ し に共

の 平 均價は次表の 如 くで あ る 。 帥 ち授精宿 主卵 に て發育 した る赤眼卵蜂 に比 し

て 共の 寄生力は著 レく劣 る の で ある 。
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ee　13 表 不 鵝 嘩 卵 に て 鵬 翊 化 し た
『
る 威蟲 め 寄生 ガ

「「

壽i ． 命

　（日）

被 寄 生 宿
主 卵 數

　 ‘粒 ）

寄生 數
（糧 ）

成蟲 勿化 數
　 （頭 ）

豺化歩合

　（％）

不 授精 卵 に て 發 育
した る も の

授緬 卵 に て 發育 し

だ、る もの

16．3199 40，912LO 50ユ

143ユ

42」688

．1

．
94．960

．里

　　　　　　
’』『『齟− ” ．

IV．處 女 生 殖

　　赧 卵蜂 の雌翊 化 後交尾 eat 否
1
とに 關ら殖 ち 熔 生する もの に し

て
・ 其の 寄生 せ る不授精卵 酸 精卵 と同様 に囎 縫 げ職 蟲 とな るが性は悉

く雄で あ る一世代 日數は第 6表 の 揮精せ る もの と堵較 して 殆ん ど同樣で あ る
。

　　　　　　　　　　　第 14
、表 處 女 生 殖

寄　　生 　　頭　　數
一 剃 化 頭數

・
月　 日 1宿主 卵 に 對 す る寄 生 頭數 計 一

世代 ロ數
　 （目）

−
1 ・ 1 ・ 被寄 生 宿

主 卵 數
嵜 生 數

否

　　　　『
11 月 2 日

11 月 4H

］1月 6 日

1ユ 月 9 日

1527

　
『

4448

且7　　　 −

4　　　　 1

1　　 　 ＿

4　 　　 　＿

32324552 49384656 2421

ユ212

12− 1311
− 1412

− 1515
− 16

　　　　　　　　　　　　　 V ・ 豺　化　歩　合

　　實驗室 に 於 て 前記 （1）の 方 法 に 依 りて飼育 せ る もの の 弱 化 歩合を示 せ ぱ次

の 如 くで あ る 。 之 れ に 依れ ば羽化歩合 は 1宿主卵 に對 して 1 疋寄生 の もの 最 少

　　　　　　　　　　　第 　15　表　　朋　　　　イ匕　　　　歩 　
・
　　合

數

敷

合

頭

頭

歩

　

化

k冒
　

匕

イ

弱

イ

宿 主 卵 に 對 す る 寄 生 頭 數

111229IOI55

哩ユ 1

7gl
　LFtiliig

108　　　　　　 11

8891　　　　　　　92：9 、

1

．
ー

423582

．7

5

　

　

0

4■

10

　

　

8

に して 3 疋 寄生の もの 最 多を示 して ゐ る
。 總體の 弔均羽化歩合は 652％ で あ

る 。 徇之等の 羽 化せ ざ る もの を調査せ しに次 の 如 くで ある 。 帥ち ユ宿主卵 に對

す る寄生頭數の 多 くな る に 從砥 發育中に死せ る もの は多 くな り蛹或は成蟲 に

て 死 賭 もの は 少 くな る こ とを示 して ゐ る
． ts之等の 朋 化 e ざ る もの の 性別 を

蛹或は成蟲 に て 死 せ る もの に就 い て 調査せ しに調査 個體數 353 の 中雄 は 186 に
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して雌 よ り多 い 事剿明 した 。

　 　　 　 　 　 　　 　第 16 表　寄生 して 羽 化 せ ざ る も の の 調 査

一
鮎

1 宿 主 卵 に 對 す る 寄 生 頭 數

1 2 3 4 5

不　 朋 　 化　 頭　 數

發育中に 死 せ る もの （％｝

蛹 或 は 威 蟲 に て

死 せ る　も　の 　 ｛％）

　 670
　 14．5

睡 ・

518

．認．020

．1

20臼

36．81z4

10655

．73

．7

10100
ρ

0

　　　　　　　VI．宿孟 卵の 内容物 を攝取ナる赤眼卵蜂の 動作

　　赤眼卵蜂 は叉屡 々 産卵管の 挿入孔 よ D宿圭卵 の 内容物を攝取するこ と が あ

る 。 こ れ は普通の 寄生の 如 き動作で 産卵管を挿入 すれ ど も、 稍長時間 を要 した

る後取 り出 して共儘後退 し て 挿入孔 に 口器 を突を込 ん で 内容物 を吸牧 す る の で

ある。 此 くする こ と約 ぎ0− 40 秒に して 止 め再び産卵管 を前の 場所 に 挿入 し通

常 20− 30 秒 に して 絡 るの で ある 。 此の 如 き動作は産卵繼績中屡 丸 見 られる も

の で 同箇所 に て 二嚀繰 り返す もの もあつ た 。 而 して 此 の 動作中 に於 て も寄生す

る こ とが 屡 々 あ る。

　　　　　　　　　　　　　VII．要　　　 約

　　本實驗 は昭和 7年 11 月よ り8 年 3 月に 亘 り糖業試驗所元新化 試驗地 に て 、

主 と して實驗室 に 於て 爲 された もの で 要 約すれぱ次の如 くで あ る 。

　　1． 赤眼卵蜂 は宿主卵の孵化前 日 に至 る も寄生 す 。

　
L2

． 1 宿主卵 に對 し數頭寄生 し羽化 す る こ と あれ ど も、 共れ等 よ り朋 化 せ る

　　　 成蟲 は宿主卵 1 粒 に劉 する寄生頭數 の 多 きもの 程寄生 力 は減退 す る 。

　　3． 羽化當日 の 寄生率 は總寄生數の 17％ 餘 を占め翌 日 よ ゆ急減する 。

　　4． 赤眼卵蜂 は宿主 の不授精卵に も容易 に 寄生 し發育 して 成蟲 となるが 、

　　　 此の 成蟲の寄生 力は授精卵に て發育せ る成蟲 に 比 し著 しく劣る 。

　　5． 赤眼卵蜂は處女生 殖を行ひ 、 朋 化せ る成蟲は悉 く雄 で ある 。

　　6， M 化 歩合は甼 均 652％ で 朋 化せ ざる もの に は雄多 し。

　　7．赤眼卵蜂の 雌 は時 k 産卵管に 依 り開けた る 孔 よ り卵 の 内容物 を攝取 す

　　　　る o

　　終 りに 臨み種 々 御敏示 を賜 りた る高野技師に對 し深厚 なる謝意 を表す 。
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